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◎
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律� �

（
平
成
二
六
年
三
月
三
一
日
法
律
第
七
号
）

一
、
提
案
理
由（
平
成
二
六
年
三
月
一
二
日
・
衆
議
院
沖
縄
及
び
北

方
問
題
に
関
す
る
特
別
委
員
会　
　
　
　
　
　
　

）

○
山
本
国
務
大
臣　

沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の
提
案
理
由
及
び
概
要
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

沖
縄
は
、
成
長
す
る
ア
ジ
ア
の
玄
関
口
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
な
ど
、
大

き
な
優
位
性
と
潜
在
力
を
有
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
六
月
に
閣
議
決
定
し

た
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
及
び
日
本
再
興
戦
略
に
あ
る
と
お

り
、
沖
縄
が
日
本
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
二
十
一
世
紀
の
成
長
モ

デ
ル
と
な
り
、
日
本
経
済
活
性
化
の
牽
引
役
と
な
る
よ
う
、
国
家
戦
略
と

し
て
、
沖
縄
振
興
策
を
総
合
的
、
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
こ
の
た
び
、
沖
縄
の
自
主
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
そ

の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
振
興
を
図
る
た
め
、
課
税
の
特
例
に
関
し
、
経

済
金
融
活
性
化
特
別
地
区
に
係
る
特
例
措
置
を
創
設
す
る
こ
と
等
の
所
要

の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
に
本
法
律
案
を
提
出
申
し
上
げ
る
次

第
で
す
。

次
に
、
こ
の
法
律
案
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

第
一
に
、
現
行
の
金
融
業
務
特
別
地
区
制
度
に
か
え
て
、
産
業
の
集
積

を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
沖
縄
に
お
け
る
経
済
、
金
融
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
経
済
金
融
活
性
化
特
別
地
区
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

本
制
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
内
閣
総
理
大
臣
が
経
済
金
融
活
性
化
特
別

地
区
を
一
を
限
り
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
、
沖
縄
県
知
事
が

集
積
を
促
進
し
よ
う
と
す
る
産
業
の
内
容
等
を
定
め
た
経
済
金
融
活
性
化

計
画
を
策
定
し
、
内
閣
総
理
大
臣
が
当
該
計
画
を
認
定
し
た
場
合
に
課
税

の
特
例
等
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
二
に
、
従
来
国
が
指
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
た
情
報
通
信
産
業
振
興

地
域
及
び
情
報
通
信
産
業
特
別
地
区
並
び
に
国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
地

域
に
つ
い
て
、
沖
縄
県
が
情
報
通
信
産
業
振
興
計
画
等
を
策
定
し
、
当
該

計
画
に
お
い
て
各
地
域
等
を
定
め
る
こ
と
と
す
る
等
の
措
置
を
講
じ
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
三
に
、
航
空
機
燃
料
税
の
軽
減
措
置
の
対
象
に
つ
い
て
、
沖
縄
と
本

土
と
の
間
を
航
行
す
る
航
空
機
に
積
み
込
ま
れ
る
航
空
機
燃
料
に
加
え

て
、
沖
縄
県
内
の
各
地
間
を
航
行
す
る
航
空
機
に
積
み
込
ま
れ
る
航
空
機

燃
料
を
追
加
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

以
上
が
、
本
法
律
案
の
提
案
理
由
及
び
概
要
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
法
律
案
が
速
や
か
に
成
立
い
た
し
ま
す
よ
う
、
御
審
議
を
よ
ろ
し
く
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お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

二
、
衆
議
院
沖
縄
及
び
北
方
問
題
に
関
す
る
特
別
委
員
長
報

告（
平
成
二
六
年
三
月
一
四
日
）

○
安
住
淳
君　

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、

沖
縄
及
び
北
方
問
題
に
関
す
る
特
別
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
及
び

結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

本
案
は
、
沖
縄
の
自
主
性
を
尊
重
し
つ
つ
そ
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な

振
興
を
図
る
た
め
、
課
税
の
特
例
に
関
し
、
経
済
金
融
活
性
化
特
別
地
区

制
度
に
係
る
特
例
措
置
を
創
設
す
る
こ
と
等
の
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

本
案
は
、
去
る
三
月
七
日
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
十
二
日
、
山
本
沖

縄
及
び
北
方
対
策
担
当
大
臣
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
を
聴
取
し
た
後
、
質

疑
を
行
い
、
採
決
の
結
果
、
本
案
は
全
会
一
致
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
議
決
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
本
案
に
対
し
附
帯
決
議
が
付
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
申
し
添
え
ま

す
。以

上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
附
帯
決
議（
平
成
二
六
年
三
月
一
二
日
）

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
諸
点
に
留
意
し
、
沖
縄
県
と

連
携
を
図
り
つ
つ
、
今
後
の
沖
縄
振
興
の
推
進
に
遺
漏
な
き
を
期
す
べ
き

で
あ
る
。

一　

沖
縄
に
お
け
る
企
業
集
積
の
進
展
と
企
業
活
動
の
活
性
化
が
、
知
事

へ
の
権
限
移
譲
と
い
っ
た
沖
縄
の
自
主
性
を
尊
重
す
る
取
組
と
も
相

ま
っ
て
、
沖
縄
経
済
の
自
立
的
発
展
に
極
め
て
大
き
な
役
割
を
果
た
す

こ
と
を
踏
ま
え
、
各
特
区
・
地
域
制
度
が
企
業
に
十
分
に
活
用
さ
れ
、

産
業
集
積
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

二　

各
特
区
・
地
域
制
度
の
こ
れ
ま
で
の
活
用
状
況
に
か
ん
が
み
、
企
業

の
立
地
が
一
層
促
進
さ
れ
る
よ
う
、
新
た
に
創
設
す
る
経
済
金
融
活
性

化
特
別
地
区
を
は
じ
め
と
す
る
各
特
区
・
地
域
制
度
の
内
容
に
つ
い
て

周
知
を
図
り
、
今
後
の
制
度
の
定
着
状
況
の
把
握
と
公
表
に
努
め
る
と

と
も
に
、
必
要
に
応
じ
課
税
の
特
例
措
置
そ
の
他
の
制
度
の
改
善
を
検

討
す
る
こ
と
。

三　

離
島
航
空
路
は
、
離
島
住
民
の
生
活
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
生
命
線

と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
沖
縄
に
お
け
る

離
島
航
空
路
の
維
持
及
び
充
実
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、

航
空
機
燃
料
税
の
軽
減
措
置
に
関
し
て
は
、
県
民
生
活
や
観
光
、
物
流

そ
の
他
の
企
業
活
動
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
三
年
後
の

期
限
に
お
い
て
、
期
限
の
延
長
等
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め

る
こ
と
。
ま
た
、
鉄
軌
道
そ
の
他
の
公
共
交
通
機
関
の
整
備
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
鋭
意
調
査
検
討
を
行
う
こ
と
。
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四　

米
軍
施
設
・
区
域
の
整
理
縮
小
に
引
き
続
き
取
り
組
み
、
そ
の
早
期

返
還
の
実
現
に
努
め
る
と
と
も
に
、
沖
縄
の
基
地
負
担
軽
減
に
全
力
を

尽
く
す
こ
と
。

五　

一
括
交
付
金
制
度
が
沖
縄
の
自
立
的
経
済
の
発
展
に
極
め
て
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
沖
縄
の
実
情
に
即
し
、
今
後
さ

ら
に
効
果
的
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
使
い
勝
手
の
改
善
を
図
り
、
一
層

の
充
実
に
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
沖
縄
振
興
予
算
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
社
会
的
養
護
の
充
実
、
母
子
生
活
支
援
施
設
の
整
備
、
学
童
保

育
の
充
実
等
、
次
世
代
育
成
支
援
を
総
合
的
・
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
。

六　

さ
と
う
き
び
は
沖
縄
農
業
の
重
要
な
基
幹
作
物
で
あ
り
、
関
連
産
業

も
多
数
存
在
す
る
状
況
に
お
い
て
、
関
税
の
撤
廃
は
沖
縄
経
済
や
離
島

の
維
持
存
続
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
交
渉
に
お
い
て
は
、
農
家
が
安
心
し
て
生
産
に
取
り
組
め
る
よ
う

重
要
五
品
目
を
自
由
化
の
例
外
と
す
る
日
本
政
府
の
方
針
を
堅
持
す
る

よ
う
努
め
る
こ
と
。

三
、
参
議
院
沖
縄
及
び
北
方
問
題
に
関
す
る
特
別
委
員
長
報

告（
平
成
二
六
年
三
月
二
八
日
）

○
林
久
美
子
君　

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法

改
正
案
に
つ
き
ま
し
て
、
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報

告
い
た
し
ま
す
。

本
法
律
案
は
、
沖
縄
の
自
主
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
そ
の
総
合
的
か
つ
計

画
的
な
振
興
を
図
る
た
め
、
課
税
の
特
例
に
関
し
、
経
済
金
融
活
性
化
特

別
地
区
に
係
る
特
例
措
置
を
創
設
す
る
こ
と
等
の
所
要
の
措
置
を
講
じ
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
現
行
の
金
融
業
務
特
区
制
度
等
が
十
分
な

効
果
を
上
げ
て
こ
な
か
っ
た
理
由
、
経
済
金
融
活
性
化
特
区
の
創
設
等
に

よ
り
期
待
さ
れ
る
効
果
及
び
同
特
区
の
対
象
産
業
、
各
特
区
等
に
進
出
し

た
中
小
企
業
に
対
す
る
支
援
の
必
要
性
、
離
島
振
興
の
在
り
方
等
に
つ
い

て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ
て
御
承
知
願

い
ま
す
。

質
疑
を
終
了
し
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
全
会
一
致
を
も
っ
て
原

案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
附
帯
決
議
が
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
附
帯
決
議（
平
成
二
六
年
三
月
二
六
日
）

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
諸
点
に
留
意
し
、
沖
縄
県
と

連
携
を
図
り
つ
つ
、
今
後
の
沖
縄
振
興
の
推
進
に
遺
漏
な
き
を
期
す
べ
き

で
あ
る
。

一
、
沖
縄
に
お
け
る
企
業
集
積
の
進
展
と
企
業
活
動
の
活
性
化
が
、
知
事

へ
の
権
限
移
譲
と
い
っ
た
沖
縄
の
自
主
性
を
尊
重
す
る
取
組
と
も
相
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縄
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ま
っ
て
、
沖
縄
経
済
の
自
立
的
発
展
に
極
め
て
大
き
な
役
割
を
果
た
す

こ
と
を
踏
ま
え
、
各
特
区
・
地
域
制
度
が
企
業
に
十
分
に
活
用
さ
れ
、

産
業
集
積
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

二
、
各
特
区
・
地
域
制
度
の
こ
れ
ま
で
の
活
用
状
況
に
か
ん
が
み
、
企
業

の
立
地
が
一
層
促
進
さ
れ
る
よ
う
、
新
た
に
創
設
す
る
経
済
金
融
活
性

化
特
別
地
区
を
は
じ
め
と
す
る
各
特
区
・
地
域
制
度
の
内
容
に
つ
い
て

周
知
を
図
り
、
今
後
の
制
度
の
定
着
状
況
の
把
握
と
公
表
に
努
め
る
と

と
も
に
、
必
要
に
応
じ
課
税
の
特
例
措
置
そ
の
他
の
制
度
の
改
善
を
検

討
す
る
こ
と
。

三
、
離
島
航
空
路
は
、
離
島
住
民
の
生
活
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
生
命
線

と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
沖
縄
に
お
け
る

離
島
航
空
路
の
維
持
及
び
充
実
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、

航
空
機
燃
料
税
の
軽
減
措
置
に
関
し
て
は
、
県
民
生
活
や
観
光
、
物
流

そ
の
他
の
企
業
活
動
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
三
年
後
の

期
限
に
お
い
て
、
期
限
の
延
長
等
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め

る
こ
と
。
ま
た
、
鉄
軌
道
そ
の
他
の
公
共
交
通
機
関
の
整
備
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
鋭
意
調
査
検
討
を
行
う
こ
と
。

四
、
米
軍
施
設
・
区
域
の
整
理
縮
小
に
引
き
続
き
取
り
組
み
、
そ
の
早
期

返
還
の
実
現
に
努
め
る
と
と
も
に
、
沖
縄
の
基
地
負
担
軽
減
に
全
力
を

尽
く
す
こ
と
。

五
、
一
括
交
付
金
制
度
が
沖
縄
の
自
立
的
経
済
の
発
展
に
極
め
て
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
沖
縄
の
実
情
に
即
し
、
今
後
さ

ら
に
効
果
的
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
使
い
勝
手
の
改
善
を
図
り
、
一
層

の
充
実
に
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
沖
縄
振
興
予
算
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
社
会
的
養
護
の
充
実
、
母
子
生
活
支
援
施
設
の
整
備
、
学
童
保

育
の
充
実
等
、
次
世
代
育
成
支
援
を
総
合
的
・
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
。

六
、
さ
と
う
き
び
は
沖
縄
農
業
の
重
要
な
基
幹
作
物
で
あ
り
、
関
連
産
業

も
多
数
存
在
す
る
状
況
に
お
い
て
、
関
税
の
撤
廃
は
沖
縄
経
済
や
離
島

の
維
持
存
続
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
交
渉
に
お
い
て
は
、
農
家
が
安
心
し
て
生
産
に
取
り
組
め
る
よ
う

重
要
五
品
目
を
自
由
化
の
例
外
と
す
る
日
本
政
府
の
方
針
を
堅
持
す
る

よ
う
努
め
る
こ
と
。

七
、
産
業
振
興
や
企
業
活
動
に
関
わ
る
対
策
だ
け
で
な
く
、
離
島
に
お
け

る
地
域
住
民
の
利
便
性
向
上
を
図
る
責
務
を
果
た
す
た
め
、
通
信
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
郵
便
、
金
融
等
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
実
態

を
調
査
・
分
析
し
、
そ
の
上
で
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
す

る
た
め
に
必
要
な
具
体
的
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

八
、
沖
縄
振
興
に
関
す
る
各
種
施
策
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
い
わ
ゆ
る

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
機
能
さ
せ
る
と
と
も
に
、沖
縄
県
や
各
市
町
村
、

県
民
、
関
連
す
る
企
業
・
団
体
と
の
意
見
交
換
や
各
種
統
計
資
料
の
収

集
・
分
析
を
行
い
、
不
断
の
検
証
・
改
善
に
努
め
る
こ
と
。

　
　

右
決
議
す
る
。


